
5-2-3藤崎狭窄部
付近の状況（１）
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5-2-4左岸31.2+30～31.8+140
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戸数 内訳

人家 172

公共的建物 5 公民館
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▼浸水建物数

▼氾濫区域面積

0.29km2



5-2-5藤崎狭窄部付近の状況（２） ▼横断状況

▼縦断状況

▼藤崎井堰周辺の状況
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5-2-6藤崎狭窄部付近の環境

【河道内について】

藤崎井堰が築造される前には現在の
堰の位置の上下流には寄洲が発達し
ていた。

現在、堰の堰の直上部は湛水域と
なっているが、湛水部の上流及び藤
崎井堰の下流部には砂礫洲が形成さ
れている。

河床は石質であり、おもに浮き石と
なっている。

堰上流側にはワンドが見られ、生物の
重要な生育場所となっているものと考
えられる。

名平川合流部には「藤崎の法華経岩」
がある。

サギ類の集団ねぐら、カモ類の集団越
冬地がある。

【河川敷について】

発達した中州にはヤナギ林、ヨシ・ツ
ルヨシ群落、砂礫地などが成立してお
り、近年大きな洪水が起こっていない
ことを伺わせるとともに、様々な生物
の生息場所になっているものと考えら
れる。

狭窄部対策

無堤


